「楽しい学校生活を送るためのアンケートＱ-Ｕ」
実施後すぐに、必ず対応してほしい４つのポイント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県心の教育センター

　Q-Uを実施した後、学級担任が結果を見ただけで終わっていませんか？
　やりっぱなしにしていませんか？　
　Q-Uを実施しただけでは、何も変わりません。子どもから教えてもらったことを、日々の学級経営や授業改善に活かすという視点と実践が不可欠です。開発者の河村茂雄教授は、「Q-Uを実施した後に、何もしないということは、人間ドックで要検査が必要という結果が出ているのに、何もせずそのままにしていることと同じです。子どもたちへの対応や教育実践の前に、しっかりアセスメント（見立て）しているのか、その結果に基づいて対応や実践を工夫しているのかという、極めて基本的な教育実践への取組の姿勢がない教師には、Q-Uは無用の長物といえよう。」と述べています。ただし、対応によっては、実施することが子どもたちにとり、弊害になってしまうことも生じてしまいます。
　また、ついつい集計と分析は夏休み、取組は２学期からという話を聞くことがありますが、その場合、具体的な対応が何カ月も遅れるとともに、アンケートを実施した時の状態と大きく変わっていることが予想されます。

そこで、実施後すぐに、必ず対応してほしいことをまとめたので、ご活用ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　「学級不満足群に位置する児童生徒に対して、個別面接をしましたか？」
　　不満足群に位置する児童生徒は、不満（承認得点が低い）が高く、不安（被侵害得点が高い）が強い学

級不適応が心配される子どもたちです。特に、左下の要支援群に位置する児童生徒をそのままにしておく
と、将来的に不登校になる可能性が非常に高いと言われています。早急に、つながりのある先生が個別面
談し、子どもの声に耳を傾けてみましょう。個別支援の必要な児童生徒ですので、学級担任だけでなく、
学年や学校全体で見守っていくことが必要です。校内支援委員会（コーディネーション委員会）での報告、

支援の方向性の確認と共に、場合によっては、チームで支援していくことも考えてください。
　また、Q－U実施後に放課後等を利用して、教員との個別面談週間を設け、一人ひとりとのざっくばら
んな話から学校生活の様子について、共有している学校もあります。「わからないことをわかろうとする

態度や努力」「わからないことは、子どもに聴いてみる」という基本的なスタンスが教師に求められてい

ます。

２　「ヘルプシグナルを発している児童生徒に対して、個別面接をしましたか？」
　　Q-Uアンケートの２番目には、〈いごこちのよいクラスにするためのアンケート〉があります。この質

問の後半部分は、被侵害得点を知る内容です。特に、注意したい以下の質問項目は、子どもたちがSOS

を発している“ヘルプシグナル”と呼ばれています。学級生活に不適応を起こし、苦戦している可能性の

高い児童生徒です。その中でも、「小学校問９、中学校問19」に高い得点で回答している児童生徒は、学

校や学級を回避する感情を有した今後不登校が心配される子どもたちです。

ある中学生が９月から突然不登校になったので、５月に実施したアンケート用紙を見ると、この項目だ

　けが「とてもそう思う」と答えていました。プロット図だけを見ても、不満足群になっていなかったため、

ノーマークだったのです。個別に面談して、学校を回避する感情の背景を知り、観察・支援を継続してい

きましょう。
(１)　小学校用（１～３年）

　　問８「クラスの人にらんぼうなことをされることがありますか」　

問９「学校にいきたくないことがありますか」　

問12「あなたはクラスの人からむしされるようなことがありますか」

(２)　小学校用（４～６年）

　　問８「あなたはクラスの人にぼう力をふるわれるなどして、つらい思いをすることがありますか」　

問９「あなたはクラスの人にばかにされるなどして、クラスにいたくないと思うことがありますか」

問12「あなたはクラスの人たちから、ムシされているようなことがありますか」

（３）　中学校用

　　問11「クラスの人から無視されることがある」

　問14「クラスメートから耐えられない悪ふざけをされることがある」

　問19「学校に行きたくないことがある」
３　「質問項目の得点から苦戦している個人の状況や、学級の課題を発見し、対応しましたか？」
Q-Uアンケートの２番目には、〈いごこちのよいクラスにするためのアンケート〉があります。学級生

活満足尺度と呼ばれています。この集計表（質問ごとに、一人ひとりの得点が入ったもの）から、子ど
もたち一人ひとりや学級集団の状態を把握していきます。私たちは、プロット図の方に目が向きがちです
が、この集計表をよく見ていくと、「具体的に何をしていけばいいのか」のヒントがたくさん隠されてい
ます。蛍光ペン等を２色準備してください。
　(１)　小学校（１と４、２と３は同色）
　　・承認得点　　質問項目　１～６　　　１をつけている所に蛍光ペンで印をつける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２をつけている所に別色の蛍光ペンで印をつける。
　　・被侵害得点　質問項目７～１２　　　４をつけている所に蛍光ペンで印をつける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３をつけている所に別色の蛍光ペンで印をつける。
(２)　中学校（１と５、２と４は同色）
　・承認得点　　質問項目　１～１０　　　１をつけている所に蛍光ペンで印をつける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２をつけている所に別色の蛍光ペンで印をつける。
　・被侵害得点　質問項目１１～２０　　　５をつけている所に蛍光ペンで印をつける。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４をつけている所に別色の蛍光ペンで印をつける。

　
まず、横に見ます。印が多くついている子どもが苦戦しています。一つひとつの質問項目を読んで、どこで苦戦しているのか確認していきましょう。

　次に、縦に見ていきます。縦ラインでペンの印の多い質問項目が、学級経営や授業での課題を教えてくれています。どのような質問項目に印が多くついているのか確認しましょう。
　例えば、承認得点「クラスの人から認められることがある」の質問項目に低い得点（１・２）を書いている子どもが多い場合は、日々の教育活動の中で、教員からの言葉がけや、子ども同士の相互評価や承認し合えるような場面設定が不足していることが考えられます。授業や係・当番活動等での役割交流を進めることが必要です。また、被侵害得点「つらい思い（言葉や暴力）している」の質問項目に高い得点を書いている子どもが多い場合は、教員の見えないところで『いじめ』が発生していたり、小グループ同士で対立している状況も考えられます。
　ペンの印のあまりついていない質問項目が、取組が進んでいる学級の強みです。ぜひ、取組を伸ばしてい
ってください。
４　「学年や学校の傾向から、学校全体で具体的な取組を進めていますか？」
学級担任や学年団だけに任せない、学校全体で取り組んでいこうとする姿勢が最も大切です。Q-Uアン
ケートの担当者がその結果を集めるとともに、課題を明らかにし、学校や学年団で取り組んでいくことを
確認していきましょう。やりっぱなしにしないために、具体的な活用を学校全体で図っていくことが求め

られています。コツは、１つか２つのことを決めたら、全教職員で徹底して取り組むことです。
〈ある中学校の実践例：縦型（満足群＋非承認群）学級の多い学校〉

子どもたちの承認得点を上げるために、以下のような取組をしています。
①　挨拶は教職員から

「○○さん、おはよう。○○をがんばっているね。」

知っている子どもは名前で呼び、全員の子どもを対象に、全教職員で１カ月行いました。名前を読んで、覚えていくこと、返事がなくても怒らなかったそうです。常に声をかけ続けていくと、いつか肯定的な反応が返ってくるようになるそうです。信頼関係の「基盤づくり・耕し」がまず必要です。

②　４群に位置する児童生徒を把握した対応を

非承認群には、学習意欲が低く、学力の定着が困難な児童生徒が多く含まれています。教務手帳に、
机の配置図を記入し、プロット図の子どもの位置（例：非承認群＝２）を数字等で書いたそうです。

授業では、学級タイプの状態に応じた授業展開を心がけるとともに、非承認群に位置する児童生徒を中
心に机間指導、さりげない声がけから学習支援をしていきました。
③　要支援群に位置する児童生徒は、学校全体で把握を
　　学校には様々な立場の教職員がおり、援助資源の宝庫です。要支援群に位置する児童生徒は、学校に対する不適応感が高まっている個別支援の必要な子どもです。担任任せにせず、学校の援助資源をフルに活用し、支援をしていきましょう（担任、学年団、養護教諭、スクールカウンセラー、他教職員、管理職　等）。いじめや暴力等、侵害を受けている場合、学校の中で信頼できる大人や友達が多くいるほど、発見や対応は早くなりますし、大きな問題に至らないという調査結果もあります。
　・まず、顔と名前を覚える　
・さりげない声がけを意図的、計画的にしていく
・趣味や得意なことを知り、共通の話題を増やしていく　等
以上、やりっぱなしに終わらせないため、Q-U実施後すぐに、必ず対応してほしいことをまとめました。各学校の取組状況をチェックし、子どもたちのためにより効果的・具体的な対応に活かしてください。
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